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　勉強内容や授業
に関する「中学校
１年生で直面した
困難」について見
ると、成績が伸び
た生徒と伸び悩ん
だ生徒では、特に、
内容理解や授業の
ペースの感じ方で
差があることが明
らかになった。
　集団指導の中で
いかに個にも応じ
た指導を行ってい
くか。非常に難し
いが、改めてその
必要性が見て取れ
る。

　今回は、特に生徒の学力変化に着目しデータを加工・分析している。成績に関して尋ね
た項目（「５」が上の方、「４」が真ん中より上の方、「３」が真ん中くらい、「２」が真ん
中より下の方、「１」が下の方）を活用し、生徒を分類。中学１年生１学期の成績から１年
生終了時までに、中位から上位に変動した生徒を「伸びた生徒」、上位・中位から下位に落
ち込んだ生徒を「伸び悩んだ生徒」として、その特徴を追いかけた。「真ん中より下の方・
下の方」から「上の方・真ん中より上の方」に移動した生徒もいたが、サンプル数が少な
いため今回の分析からは除外している。
　成績の変動ごとにその構成比率を見てみると、成績が伸びた生徒、伸び悩んだ生徒はそ
れぞれ約２割、あまり変動しなかった生徒は約６割であった。

調査主体／ Benesse教育研究開発センター
調査期間／２０１２年７月
調査対象・内容／全国約３０００人の中学２年生とその保護者を対象に、中学校入学後の
ギャップや学習習慣、日々の過ごし方などについて尋ねた。有効回答数は８７５人

■
■
■

注１）数値は「とても感じた」＋「やや感じた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

注１）数値は「とても感じた」＋「やや感じた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」
（2012）
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　まず、生活リズムに関する困難につい
て見ると、特に成績が落ち込んだ上位→
下位の生徒において、生活リズムの乱れ、
家庭での勉強時間の確保に苦しんだ様子
がうかがえる。入学直後は、部活動だけ
でなく、中学校の学習にも慣れていく必
要があるなど多くの環境適応を求めら
れる。リズムをつかむことに苦しんでい
る生徒については、適宜、教師や保護者
がサポートしていきたい。
　勉強の仕方については、「時間をかけ
て勉強しているのにテストの点数や成績
が上がらなかった」や「中学校の授業に
ついていくための上手な勉強の仕方が分
からなかった」「テストの点数や成績が
悪かった時、どう勉強すればよいか分か
らなかった」の項目で、伸びた生徒と伸
び悩んだ生徒の差が見られた。

授業中、先生の
話の内容をしっかり
理解できなかった

学校が忙しくて
それまでの

生活リズムが乱れた

学校が忙しくて
家で勉強する時間を
確保するのに苦労した

時間をかけて勉強しているのに
テストの点数や成績が

上がらなかった

中学校の授業に
ついていくための上手な

勉強の仕方が分からなかった

テストの点数や
成績が悪かった時、
どう勉強すればよいか

分からなかった

勉強する内容が
急に難しくなった

勉強しなければ
いけない量が
増えて戸惑った

授業のペースが
速くてついて
いけなかった

学校の宿題や課題が
多くてこなすのに

大変だった

伸び悩んだ生徒は、授業内容をよく理解できず
授業の速さに対応できていない

直面した困難（勉強内容・勉強量・授業レベル）

1伸び悩んだ層の中には
生活リズムや勉強の仕方に問題を感じていた生徒が多い

直面した困難（生活リズム・勉強の仕方）
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注1）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
注2）「最も苦手になった科目」に対する克服方法を回答。「苦手がない」と回答した生徒は集計から除外。
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）
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　「苦手克服のために行ったこと」を尋
ねたところ、伸びた生徒ほど勉強量を増
やし、苦手を意識した勉強に取り組み、
普段の授業に集中するなど、基本的な学
習習慣が定着している傾向が見られる。
　一方、上位から下位に落ち込んだ生徒
を抽出してみると、勉強量や苦手を意識
した勉強、授業への集中といった項目に
ついて、中位から上位に成績が伸びた層
と変わらない傾向が見られた。上位から
下位へと大きく下降した生徒は、努力の
方向性や仕方が分からず、課題改善にう
まく結び付けられていないのかもしれ
ない。

問題をたくさん解くなど、
勉強量を増やした

自分がよく間違えるところ、
苦手なところを意識して勉強した

普段の授業に
集中するようにした

授業の予習・復習を
しっかりやるようにした

授業で分からないところを
積極的に質問するようにした

苦手克服のために行ったこと（基本的な取り組み）
中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

伸び悩んだ生徒にも努力は見られるが、改善につながっていない3
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「中学１年生の学習と生活に関する調査」概要

中学１年生１学期から1年生終了時までの成績変動

中上位（真ん中より上の方）→最上位（上の方）

上位（上の方・真ん中より上の方）
→下位（真ん中より下の方・下の方）

中位（真ん中くらい）→下位（真ん中より下の方・下の方）

中位（真ん中くらい）→上位（上の方・真ん中より上の方）

中位（真ん中くらい）→中位（真ん中くらい）あまり
変動しなかった生徒

伸びた生徒

伸び悩んだ生徒

81人

84人

517人

51人

142人
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特集

「自律的な学習者」を育てる学び方指導



注1）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
注2）「最も苦手になった科目」に対する克服方法を回答。「苦手がない」と回答した生徒は集計から除外。
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）
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　勉強の仕方に関して苦手克服のために
行ったことを見ると、中上位から上位へ
成績が伸びた生徒は「定期テストの勉強
を計画的に行った」「テストの点数など
次の目標を設定して勉強した」といった
工夫をしている様子がうかがえる。また、
伸びた生徒のうち２割程度は、自分に合
った勉強法を探して実践するという努
力もしているようだ。
　一方、成績が伸び悩んだ生徒は、勉強
の仕方について特に工夫が見られず、「特
に何もしなかった」が４～５割と著しく
高くなっている。

定期テストの勉強を
計画的に行った

自分に合った勉強法を
探して実践した

テストの点数など次の目標を
設定して勉強した

気持ちを切り替えて
次に向けて勉強しようと思った

自分に合った
参考書を探しに行った

特に何もしなかった

伸びた生徒の４～５割は計画的な勉強や目標設定を行う一方、
伸び悩んだ生徒の４～５割は何もしていない

苦手克服のために行ったこと（勉強の仕方）
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注１）数値は「できていた」＋「まあできていた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）
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　勉強に対する意識や時間の使い方につ
いて見たところ、成績が伸びた生徒は伸
び悩んだ生徒に比べ、「授業中は先生の
話を集中して聞くようにしていた」「遊
び過ぎて勉強がおろそかにならないよう
に気をつけていた」「ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を決めてい
た」の比率が高く、遊びと勉強との切り
替えをうまく行っている様子がうかが
える。
　また、「家では自分から勉強するよう
にしていた」「学校の宿題を忘れずにや
るようにしていた」などの質問項目でも
違いが見られ、伸びた生徒は回答率が高
かった。

家では自分から
勉強するようにしていた

学校の宿題を忘れずに
やるようにしていた

授業中は先生の話を
集中して聞くようにしていた

遊び過ぎて勉強が
おろそかにならないように

気をつけていた

ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を

決めていた

伸びた生徒は、ゲームや携帯電話などの遊びと、
勉強との切り替えがうまく出来ている

生徒の勉強に対する意識・遊びとの切り替え
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注１）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）
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　現在の勉強方法に関する回答傾向を、
成績が伸びた生徒と伸び悩んだ生徒で比
較したところ、まず「できるだけ問題を
たくさん解くようにしている」「教科書
の重要な部分や問題の解き方を暗記する
ようにしている」といった基本的な勉強
量で差が見られる。
　また、勉強量だけでなく「問題を解い
た時はいつも必ず自分で答え合わせをす
る」や「間違えた問題はどこが間違えて
いるのかを確認する」といった勉強の質
に関する項目でも、伸びた生徒の回答比
率が高くなっている。更に、「あらかじ
め勉強時間を決めて集中して勉強に取り
組んでいる」といった集中の工夫も、成
績が伸びた生徒の勉強方法の特徴であ
る。
　一方、伸び悩んだ生徒は「分からない
問題があってもそのままにすることが多
い」「授業で分からないことがあっても
そのままにしている」「好きな科目ばか
り勉強している」といった項目で回答比
率が高い。間違った問題、分からない問
題からいかに学ぶかという、学習に対す
る姿勢や習慣が、１年生における成績の
伸びの差になっているのだろう。

できるだけ問題を
たくさん解くようにしている

教科書の重要な部分や
問題の解き方を

暗記するようにしている

問題を解いた時は
いつも必ず自分で
答え合わせをする

間違えた問題はどこが
間違えているのかを確認する

あらかじめ
勉強時間を決めて集中して
勉強に取り組んでいる

テストの点数が悪かった時、
どこが悪かったかを考える

分からない問題があっても
そのままにすることが多い

好きな科目ばかり
勉強している

授業で
分からないことがあっても

そのままにしている

自己採点や間違いの確認など
基本的な見直し習慣が身に付いている生徒は、学力が伸びている

現在の勉強方法

6

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

43.2
39.3

26.5
19.6

21.8

53.1
58.3

32.5
27.5
27.5

64.2
65.5

44.7
37.3

42.3

65.4
67.9

35.6
29.4
30.3

42.0
39.3

21.7
17.6

11.3

49.4
52.4

25.5
43.1

23.2

9.9
8.3

17.0
21.6

23.2

14.8
13.1

20.3
29.4
28.9

8.6
4.8

17.8
23.5

29.6
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注1）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
注2）「最も苦手になった科目」に対する克服方法を回答。「苦手がない」と回答した生徒は集計から除外。
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

600 10 20 30 40 50
（％）

　勉強の仕方に関して苦手克服のために
行ったことを見ると、中上位から上位へ
成績が伸びた生徒は「定期テストの勉強
を計画的に行った」「テストの点数など
次の目標を設定して勉強した」といった
工夫をしている様子がうかがえる。また、
伸びた生徒のうち２割程度は、自分に合
った勉強法を探して実践するという努
力もしているようだ。
　一方、成績が伸び悩んだ生徒は、勉強
の仕方について特に工夫が見られず、「特
に何もしなかった」が４～５割と著しく
高くなっている。

定期テストの勉強を
計画的に行った

自分に合った勉強法を
探して実践した

テストの点数など次の目標を
設定して勉強した

気持ちを切り替えて
次に向けて勉強しようと思った

自分に合った
参考書を探しに行った

特に何もしなかった

伸びた生徒の４～５割は計画的な勉強や目標設定を行う一方、
伸び悩んだ生徒の４～５割は何もしていない

苦手克服のために行ったこと（勉強の仕方）

4

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

48.5
26.616.5 8.0

18.2
24.1

6.8 2.0
2.9

40.9
22.813.0 2.0

22.7 19.0
14.6 8.0

12.1 11.44.98.0
2.9

10.0
10.1

43.2
53.4

6.1

10.8

10.8

9.4

注１）数値は「できていた」＋「まあできていた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

1000 20 40 60 80
（％）

　勉強に対する意識や時間の使い方につ
いて見たところ、成績が伸びた生徒は伸
び悩んだ生徒に比べ、「授業中は先生の
話を集中して聞くようにしていた」「遊
び過ぎて勉強がおろそかにならないよう
に気をつけていた」「ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を決めてい
た」の比率が高く、遊びと勉強との切り
替えをうまく行っている様子がうかが
える。
　また、「家では自分から勉強するよう
にしていた」「学校の宿題を忘れずにや
るようにしていた」などの質問項目でも
違いが見られ、伸びた生徒は回答率が高
かった。

家では自分から
勉強するようにしていた

学校の宿題を忘れずに
やるようにしていた

授業中は先生の話を
集中して聞くようにしていた

遊び過ぎて勉強が
おろそかにならないように

気をつけていた

ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を

決めていた

伸びた生徒は、ゲームや携帯電話などの遊びと、
勉強との切り替えがうまく出来ている

生徒の勉強に対する意識・遊びとの切り替え

5

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

71.6
67.9

49.9
39.2

97.5
92.9

88.4
68.6

64.1

95.1
81.0

78.5
60.8

58.5
82.7

76.2
58.2

64.2
46.4

49.9
39.2

37.3

39.2
46.5

30.3

注１）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

800 10 20 30 40 50 60 70
（％）

　現在の勉強方法に関する回答傾向を、
成績が伸びた生徒と伸び悩んだ生徒で比
較したところ、まず「できるだけ問題を
たくさん解くようにしている」「教科書
の重要な部分や問題の解き方を暗記する
ようにしている」といった基本的な勉強
量で差が見られる。
　また、勉強量だけでなく「問題を解い
た時はいつも必ず自分で答え合わせをす
る」や「間違えた問題はどこが間違えて
いるのかを確認する」といった勉強の質
に関する項目でも、伸びた生徒の回答比
率が高くなっている。更に、「あらかじ
め勉強時間を決めて集中して勉強に取り
組んでいる」といった集中の工夫も、成
績が伸びた生徒の勉強方法の特徴であ
る。
　一方、伸び悩んだ生徒は「分からない
問題があってもそのままにすることが多
い」「授業で分からないことがあっても
そのままにしている」「好きな科目ばか
り勉強している」といった項目で回答比
率が高い。間違った問題、分からない問
題からいかに学ぶかという、学習に対す
る姿勢や習慣が、１年生における成績の
伸びの差になっているのだろう。

できるだけ問題を
たくさん解くようにしている

教科書の重要な部分や
問題の解き方を

暗記するようにしている

問題を解いた時は
いつも必ず自分で
答え合わせをする

間違えた問題はどこが
間違えているのかを確認する

あらかじめ
勉強時間を決めて集中して
勉強に取り組んでいる

テストの点数が悪かった時、
どこが悪かったかを考える

分からない問題があっても
そのままにすることが多い

好きな科目ばかり
勉強している

授業で
分からないことがあっても

そのままにしている

自己採点や間違いの確認など
基本的な見直し習慣が身に付いている生徒は、学力が伸びている

現在の勉強方法

6

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

43.2
39.3

26.5
19.6

21.8

53.1
58.3

32.5
27.5
27.5

64.2
65.5

44.7
37.3

42.3

65.4
67.9

35.6
29.4
30.3

42.0
39.3

21.7
17.6

11.3

49.4
52.4

25.5
43.1

23.2

9.9
8.3

17.0
21.6

23.2

14.8
13.1

20.3
29.4
28.9

8.6
4.8

17.8
23.5

29.6
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特集

「自律的な学習者」を育てる学び方指導


